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■活動の概要■

地域防災活動を通した近隣住民の顔が見える地域づくり

■活動の内容■

・この地域は、昭和５０年代以降の転入世帯が約８割の住宅地で、過去

の被災地域、危険個所を知らない世帯が大半でした。

・そこで、災害時における地域の課題に向き合い、毎年住民が一堂に会

して交流を図りながら、防災訓練や防災マップの作製を行ってきました。

・炊き出し訓練、消火訓練、救援救護訓練など、メニューを変えながら毎

年継続して取り組みを行っています。 

・また、様々な状況を想定し訓練を実施しています。例えば、大雨災害時

に指定避難所へ避難できないことを想定した、空き店舗を仮避難所と想

定した避難訓練、夜間の避難を想定した訓練、ガス等が使用できないこ

とを想定した薪と釜での炊き出し訓練などです。 

・今後は要救援者の避難方法の検討や、地域の子どもから高齢者までが

参加しやすい訓練を検討し、防災から地域支援へつながる取り組みを

実施していきます。 



■活動の様子■

危険個所を調査した後の防災マップ作り作業 

土砂災害想定の避難訓練の実施 

町内１５カ所に屋外消火器設置 災害時協力井戸の設置 

（町内４カ所） 

毎年実施する心肺蘇生・ＡＥＤの訓練 



団体名（よみがな） 長沢2町内 自主防災会 （ながさわ２ちょうないじしゅぼうさいかい） 

代表者（よみがな） 会長 江口 修吾（かいちょう えぐち しゅうご） 

団体の種類 

構成員数等 

■１ 自治会・町内会等  長沢2町内 239世帯 484人（H29.4.1現在）

□２ ボランティア団体、ＮＰＯ等（構成員数） 

 （団体の名称：                            ） 

活動の概要 長沢２町内自主防災会は、平成２１年４月に全世帯を会員として、町内会の１組織として
役員を公募してボランティア団体として設立した。 

 この地域は、昭和 50 年代以降の転入世帯が約８割の新興住宅地でもあり、過去の被災地
域、危険箇所を知らない世帯が大半である。高齢化も３割を越え年々高くなってきている。 
大雨が降ったとき、どこが危ないのか分からない世帯が多く、浜田市が「避難箇所」とし

て指定している「２町内児童館」が土砂災害特別警戒区域であることも知らない人が多かっ
たため周知徹底することが必要であった。 

 自主防災会においては設立後、災害時における地域の課題に真剣に向き合い、毎年住民が
一同に会して交流を図りながら、防災訓練やマップの作成など先進的な取り組みを行ってき
ている。 

 毎年継続して実施されており、住民の防災意識は格段に向上し、地域の実情を把握するこ
とができている。あわせて地域におけるコミュニケーションも図られ、近所における支えあ
いや助け合い、顔が見える声のかけやすい関係性が強くなっている。 
 今後は、さらに地域の子どもから高齢者まで参加しやすい訓練内容を検討し、防災からつ
ながる地域支援のしくみにつながるような取り組みも展開していきたい。 

活動財源については、県・市や社協、まちづくり委員会や赤い羽根共同募金助成金など計
画的に活用し、備品整備や研修費の充実を図っている。 

 毎年度、主な取り組みについては下記のとおり（別添資料 参照） 

 平成２１年度 
  ・自主防災発会式  ・危険地域調査  ・井戸実態調査  ・防災学習会 

平成２２年度 
・地震体験   ・消火講習会   ・炊出し訓練について 
・屋外15箇所に消火器設置 

平成２３年度（しまね流自治会区福祉活動助成事業） 
  ・防災マップの作成 
  ・避難訓練、家屋耐震化講習会、炊き出し訓練の実施 

平成２４年度 
  ・救援救護講習会  ・消火訓練  ・井戸の調査と給水訓練   
  ・海抜表示の取り付け  ・防災マップの作成 

平成２５年度 
 ・土砂災害講習会  ・炊き出し訓練  ・とんど焼き交流 消火訓練 
 ・「災害時生活用協力井戸」町内4箇所に手押しポンプを設置 

平成２６年度 
  ・備蓄、非常持ち出し講習会、避難・炊き出し訓練  ・とんど焼き交流 消火訓練 

平成２７年度 
・土砂災害講習会  ・救援救護講習会  ・炊き出し訓練
・夜間必要機材活用訓練  ・津和野町瀧本地区まちづくり委員会との交流研修会 

平成２８年度 
・夜間における避難所訓練及び機材活用訓練 ・危険箇所まちあるき防災マップ作成 

  ・避難訓練（井戸水のくみ出し・消火・炊き出し訓練） 



■活動地域■ 


